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廃棄物管理改善を推進するために，  コミュニティ主体の Surabaya Green 



























































棄物発生量は 2006 年以降減少傾向を示し，2014 年には約  70%の削減 (2006

























出した 5 項目をもとに再評価し，それら項目分けの有効性を確認した。  
第 6 章では結論を述べた。  
1) 高倉式コンポストの役割と廃棄物減量化への有効性  
①  高倉式コンポストの特性が SGC キャンペーン等を通じて住民に受けい
れられ，ごみ銀行との相乗作用でコミュニティの廃棄物削減に貢献して
いる。  
②  市内  23 ヶ所にコンポストセンターが整備され，剪定屑等の廃棄物の増
加を抑制している。  







2) 高倉式コンポスト技術が普及した理由  
①  スラバヤ市は高倉式コンポストの有効性を認識したことで，様々な手法で
情報発信し，住民の積極的な取り組みを推奨した。  
②  コンポスト化導入による廃棄物管理の条例化と，SGC キャンペーン等
の進展が高倉式コンポストの普及を促している。  

























JICA：Japan International Cooperation Agency(独立行政法人国際協力
機構 ) 
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財団法人北九州国際技術協力協会 ) 
IGES： Institute for Global Environmental Strategies(公益財団法人地
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第 1 章 序論  
1.1 本研究の背景  
























年代後半から 2000 年代に時代を追って順に経験してきた廃棄物処理の課  
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表 1-1 日本の廃棄物処理の課題とその対応についての変遷の概要  
時 代  廃棄物処理の様子と課題  課題解決策  
1800 年代後半～  
1900 年代前半  
ごみは排出者が自己処理するか，
民間 の処 理 業者 が収 集 して 有価
物の選別と売却をしており，路傍






1945 年～  
1950 年代  
経済 発展 及 び都 市へ の 人口 集中
に伴 って 都 市ご みが 急 増し ，河









1960 年代～  














終処 分場 の 適正 化と 焼 却施 設の
処理能力を増強。  
1980 年代～  
1990 年代前半  
消費 増大 や 生産 活動 の 一段 の拡




のコ ンプ ラ イア ンス 欠 如に よる
大規模不法投棄等事案が発生。ご
み焼 却施 設 から のダ イ オキ シン
類の発生が問題化。  
廃棄物の適正処理の着実な進展。
廃棄 物発 生 量の 増加 と 最終 処分
場不 足等 の 抜本 的解 決 を図 るた
め，施策の重点が処理から排出量
抑制へと移行。  
1990 年代～  
2000 年代  





廃棄 物処 理 法を 逐次 改 正し 産業
廃棄物に関する規制強化。 1997
年からダイオキシン類削減対策と
























を投棄した結果，2005 年 2 月 20 日 2 日間の大雨の後に処分場の大崩壊が
発生し，死者 141 名にものぼる痛ましい事故が発生した 5)。この廃棄物問
題は開発途上国に限ったものではなく，イタリア  ナポリ市では 2007 年以
降，ごみ処理場不足などで大量のごみが路上に放置される問題がたびたび
起きており，2011 年 4 月 8 日には約 2,000ｔのごみが路上に放置された状












1.1.2 スラバヤ市の廃棄物管理システム  
インドネシア共和国の廃棄物管理についての調査として，2010 年に JICA
が実施した「インドネシア共和国 3R 及び廃棄物適正管理のためのキャパシ
ティーディベロップメント支援プロジェクト」がある。 7)  
(1) インドネシア共和国の廃棄物管理に係る法律  
インドネシア共和国における廃棄物管理の基本となる法律は，2008 年法
律第 18 号として成立し，全 18 章・49 条から構成されている。なお，法律





特定廃棄物（ specific waste）の 3 つとしている。特定廃棄物は，有害
な物質を含む廃棄物，災害廃棄物，建設廃棄物，不定期に発生する廃棄
物，その他環境省令で定める廃棄物としており，工業プロセス由来の非
有害廃棄物は，これら 3 分類のどれにも属さない。  
② 廃棄物の管理は，Reduction と Handling によってなされると規定し，














(2) インドネシア共和国の廃棄物の廃棄物処理システム  










RT/RW を集約した形で配置される。  
③  運搬：TPS からの運搬は，アームロールトラック（主に 6m3，8m3，10m3
の 3 種類），ダンプトラック（主に 6m3，8m3，10m3 の 3 種類），コ
ンパクター車（主に 6m3，8m3，10m3），通常ピックアップトラック（主
に 2m3，6m3，8m3）が使用されている。コンパクター車は台数ベース
で全体の 2％強でまだ数は多くない。また，輸送距離が 25km を越える
場合には大型コンテナトラックへの積み替えを考慮した中継施設の設
置が検討される。  




(3) スラバヤ市の廃棄物管理に係る市条例  
「廃棄物及び清掃に係る利用者負担管理に関する市条例 2000 年第 4 号」
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（City Regulation of Surabaya City No. 4 Year 2000 concerningWast
e/Cleaning Retribution Management）であり，全 30 条から構成されてい
る。その大半は，利用者負担金（ごみ処理，衛生サービス料金）にする規定
などで，清掃サービスや最終処分に関する条項は，わずかに第 20 条～24 条
にみられるのみである。そして，3R や拡大製造者責任に関する条例は今の
ところなく，中央政府による関係省令を受けて市条例を改定する必要がある。 
(3) スラバヤ市の廃棄物管理に係る政策  
1993 年に JICA 開発調査に作成されたマスタープラン「スラバヤ市
RPJMD（2005－2010）」によれば，廃棄物管理に関する方針と政策は以下
のようにまとめている。  
＜課  題＞  
①  ごみを経済的価値のあるものとすること  
②  コミュニティと民間セクターに廃棄物管理へ参画してもらうこと  
③  コミュニティ主体の廃棄物管理を拡大しごみの減量を図ること  
＜阻害要因＞   
①  TPA や TPS の土地の確保が困難であること  
②  廃棄物量の増加  
③  一部，不衛生な廃棄物収集  
④  運搬手段の不備  
⑤  ブノオ (Benow)埋立処分場が遠距離に立地  
⑥  周囲の養魚場への浸出水の漏出  
＜目  標＞   
①  発生源，TPS，TPA それぞれにおける廃棄物管理の改善  
②  最終処分容量の増加と TPA での公害発生による近隣住民からの要望
の縮小  




＜政  策＞   
①  ゼロウェイストをめざす TPS での廃棄物管理改善  
②  既存処分場の残存容量が限られるため新規処分場の用意  
③  発生した都市廃棄物の適正な処理・処分  
この政策実現のための都市清掃プログラムは，以下のとおりとなっている。 
・  自らの廃棄物を処理するためのコミュニティの強化  
・  清掃とごみ運搬による道路の美化  
・  TPS と TPA における廃棄物管理  
・  新しい TPA の計画と設立  
(4) スラバヤ市の廃棄物管理システム  
スラバヤ市の廃棄物管理システムは，インドネシア政府の廃棄物管理シス
テムに準じており，処理の基本的なフローは次のようになる 8)。  
家庭ごみ   RT/RW による一時収集   一時集積場所   運搬  







また，ブノオ (Benow)埋立処分場に搬入されるごみの分類を表 1-2 に示す
9)。家庭ごみ，市場ごみ，混合ごみ（家庭ごみと市場ごみ），動物由来のご
み，政府系ごみ及び産業系ごみに分かれ，スラバヤ市内の全種類のごみが搬

















1.1.3 スラバヤ市の都市廃棄物問題  
インドネシア共和国スラバヤ市は 1980 年代から 1990 年代にかけ，イン
ドネシア国内の都市環境表彰 (ADIPURA 賞 )の連続受賞や，国連環境計画の
UNEP 賞を受賞するなど，インドネシア国の中でも素晴らしい街並みと景
観を誇る都市であった。しかし，2001 年 10 月に市内東部に１箇所あったカ
プティ (Keptih)埋立処分場が，悪臭・環境汚染問題から住民の反対により閉
鎖を余儀なくされ，市周辺部に建設中のブノオ (Benow)埋立処分場へ急遽受






り，廃棄物問題への対策が喫緊の課題としてクローズアップされた 8)。  
 
 
表 1-2 ごみの分類に応じた搬入量  
分 類 搬入量 (t／日) 
（2014 年 5-6 月の平均） 割合  (%) 
家庭ごみ 1,150 78.0 
市場ごみ 132 9.0 
混合ごみ（家庭ごみ
と市場ごみ） 90 6.1 
動物由来のごみ 11 0.8 
政府系ごみ 33 2.2 
































































1.1.4 北九州市のこれまでの取り組み  










都市会議を契機に，北九州市と東南アジア 4 ヶ国 6 都市（フィリピン国バタ
ンガス市，セブ市，インドネシア国スラバヤ市，スマラン市，ベトナム国ホ
ーチミン市，マレーシア国ペナン島市）とともに設立した。それぞれの都市
環境改善のため，専門家派遣や研修員受入れを行っている 11)。  

























との協力で現地に技術移転された「高倉式コンポスト」を挙げている 15)。  
廃棄物問題に苦慮していたスラバヤ市は，緑豊かな環境・衛生に配慮した
都市づくりを目指して，2005 年からコミュニティ単位で取り組む SGC キャ
ンペーンを開催し，成績優秀なコミュニティを顕彰している。これはスラバ








びフォローアップが実施されている 12,13)。例えば Kurniawan 17)らは，高倉
式コンポストを約 40,000 家庭が使用し (2010 年 )，環境ファシリテーター450
名以上，地域環境リーダー27,000 名以上が活動し (2011 年 )，SGC キャンペ
ーン参加コミュニティ数は 2005 年 283 地域から 2011 年 2,774 地域へと約







高倉式コンポストの容器は，地元 NGO PUSUDAKOTA が知的所有権を有
している 17,21)ものの，同様の構造で住民が製作使用することも多い。既報
告例として，竹かご (インドネシア語で Bambu)を材料とした容器があり，
Bambukura と呼ばれている 21)。  
高倉式コンポスト導入による廃棄物削減効果としては，評価報告された年
度により異なるが，埋立処分場への搬入量は年々減少し 18.6～30%の削減が
なされた 12~14,17,19,20)。  
 


































もポテンシャルを有している 23)と評価されている。  
また，スラバヤ市の廃棄物管理は，都市人口の増加と廃棄物発生量は比例







表 1-3 既往研究等の高倉式コンポストへの着目点 
















廃棄物 緑化 衛生 河川 GHG 経済的
利益 その他 
政策展開 技術












112) ○  ○ ○ ○ 350t 削減 ○ ○  ○ ○ 廃棄物管理費削
減・ｺﾝﾎﾟｽﾄ販売
○  ○  ○  婦人会・NGO 活動
地域環境リーダー 他国・都市 
213) ○   ○ ○ 30%削減 10%増加      ○ ○   ○ 簡単
婦人会・NGO 活動
地域環境リーダー 他国・都市 
314) ○    ○ 20%削減 ○ ○   ○  ○   ○   ｺﾐｭﾆﾃｨ活動 他国・都市 
415) ○    ○ 廃棄物管理改善 ○ ○ ○   
洪水予防 
公害病削減         
1316) ○   ○ ○ 10%削減       ○     ○ ｺﾐｭﾆﾃｨ活動  





618) ○   ○ ○ 革新的廃棄物管理 ○ ○      ○   ○ ○ 市民参加 他国・都市 





820)  既知技術として紹介  スラバヤ市30%削減 ○   ○  
開発，地域環境問題，地球環境問題に同時ア




921) ○    ○ 不法投棄抑制 ○ ○ ○  ○ ｺﾝﾎﾟｽﾄ販売 
薬用植物栽培
○     親しみ 婦人会活動類似品製作 他都市 
1022) ○     廃棄物管理改善   ○   相互扶助再生        他国 
1123)  既知技術として技術評価                 1722) 




1425)  マレーシア        ○           
1526) ○   ○  350t 削減       ○ ○     住民参加 他国・都市 
1627) ○    ○ 廃棄物管理
改善
      ○     ○ ｺﾐｭﾆﾃｨ活動 他都市 
1728) ○    ○ 20%削減 ○ ○  ○ ○ ｺﾝﾎﾟｽﾄ販売 
薬用植物栽培
   ○ ○ 簡単 パイロットプロジェクト 他国・都市 
1829)  既知技術としてスラバヤ市内で展開 
  不法投棄抑制     ○ ｺﾝﾎﾟｽﾄ販売 
薬用植物栽培
        





2031)  インドネシア・ボゴール市   不法投棄抑制 ○ ○ 雑排水          
家庭で実施で
きる  








2334)  既知技術として紹介   廃棄物管理改善             
JICA 活動・都
市間ネットワ 他国 
2435) ○    生分解プロセス            ○ ワークショップ開催 
計 16 8 3 7 12 20 11 9 4 5 6 8 10 4 3 2 7 12 19 15 
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1.3 高倉式コンポストの概要  
1.3.1 コンポストについて  
「コンポスト」という言葉は比較的新しい外来語であり，国立国語研究所














































れている 50)。  






















1.3.3 高倉式コンポストについて  












高倉式コンポストの特徴を以下示す 55)。  
(1) 微生物について  














② 第 2 段階 (繊維質分解期 )：活動の中心は放線菌，細菌  
現地の森林等の腐葉土から採取する。  
③ 第 3 段階 (リグニン分解期 )：活動の中心は担子菌  
現地の森林等に生息するキノコを利用する。  







x 微生物培養用栄養源：米ぬか，麦ぬか，ふすま，とうもろこし粉等  








































写真 1-3 家庭用コンポスト化容器の例  
(インドネシア・スラバヤ市 洗濯カゴ(左)竹製お櫃(右) 































写真 1-5 家庭用コンポスト化容器の例  
(日本・北九州市  買い物カゴ) 
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(7) 技術的な容易さ  
①  C/N 比  




合して C/N 比を 20～30 に調整することとなる。生ごみをコンポスト化す

















は 50%程度であり，生ごみの多くは 80%以上であることから，発酵床 15














62)。この二つを混合することで第 1 段階の pH 低下を抑制し発酵状態を改
善することができる。コンポストセンターの現場でも，できたコンポスト
をリターンコンポストとして原料と混合することはよく行われている 63 )。 
コンポスト容器内では第 1 段階から第 3 段階までのコンポスト化の過程
が同時並行で進行しており，混合攪拌することで極端な pH 低下を抑制す
ることになる。  








さ約 4m の臭突管が付属する。各世帯に 2 個ずつ設置し，毎日生ごみを投


























表 1-4 高倉式コンポストとコンポスターの比較  






























設置場所 雨の当たらない任意の場所 庭などの屋外 





























x 容器は既製品だけでなく自作することもできる。  
(9) 名称について  
既報告では高倉式コンポストを家庭用堆肥化容器 12)，THM(Takakura 
Home Method)14,21,53) ， THM(TAKAKURA HOME METHOD)53,54,64) ，
Takakura basket 18,19) ，  Takakura bin17) ， THC(Takakura home 
composting) 17), THC(Takakura Home Composting) 20)と様々な名称が使
用されている。この場を借りて「高倉式コンポスト (Takakura Composting 
Method)」と統一したい。  
 
1.4 研究の目的  
近年のインドネシアの経済成長は目覚ましく，一人当たりの GDP も
2006 年から 2014 年のわずか 8 年間に倍増しており 36)，インドネシアは
かつての貧しい国から脱却しつつある。一般的に，経済規模の拡大により，
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調査日時：2014 年 10 月 13 日～2014 年 10 月 17 日  
追加調査日：2015 年  8 月 26 日～2015 年  9 月 24 日  
 
2.1 聞き取り調査  





(1) 美化・公園局 (DKP)：廃棄物管理と公園の整備・管理を担当し，SGC キ
ャンペーンと MDS キャンペーンの実施及び高倉式コンポストの普及の
主体となるキー部局である。 (現地・追加調査実施 ) 
(2) NGO PUSUDAKOTA：スラバヤ市に拠点を置く NGO であり 2004 年～
2006 年の間，高倉式コンポストの開発に携わり，インドネシアでの高
倉式コンポストの特許を有する。現在は高倉式コンポストの製作・技術
指導を担っている。 (現地調査実施 ) 
(3) Jawa Pos：SGC キャンペーンをスラバヤ市と協働で推進する新聞社で
あり，廃棄物施策の市民等への周知やキャンペーン継続のモチベーショ













ュニティへと波及した。 (現地調査実施 ) 
(6) SMPK SANTO STANISLAUS：エコスクールを実施している中学校で
ある。美化・公園局へのインタビューからエコスクールの取り組みを知
り，補完的に実施した。 (現地調査実施 ) 
(7) Gundhi 地区元 RT 長  (現 Abubutan 区在住 )：RT 長時に強いリーダーシ
ップを発揮し SGC キャンペーンで何回も好成績を収めた。NGO へのイ
ンタビュー実施時に知り，コミュニティリーダーの立場として補完的に
実施した。 (現地調査実施 ) 






ダー1 名，中央エリアから環境ファシリテーター1 名の計 5 名に対して
インタビューした。 (追加調査実施 ) 





















(1) 美化・公園局：  
①  コミュニティ組織について  
②  高倉式コンポストに係わるキャンペーンの概要：SGC キャンペーン及
び MDS キャンペーン  
③  高倉式コンポストの普及理由  
④  高倉式コンポストの廃棄物施策への貢献・効果  
⑤  その他のコンポスト化の取り組みについて  
⑥  データの提供依頼  ：SGC キャンペーン等の参加数，地域環境リーダー
及び環境ファシリテーター数，高倉式コンポストの無料配布数，スラ
バヤ市のブノオ (Benow)埋立処分場廃棄物搬入量・人口・GRP の推移  
(2) NGO PUSUDAKOTA：  
①  高倉式コンポストの普及理由  
②  SGC キャンペーンの推進について  
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③  高倉式コンポストの製作について (高倉式コンポストのパテントを有し
ていることから質問 ) 
④  環境モチベーターの役割  
⑤  今後の課題  
(3) Jawa Pos：  
①  高倉式コンポストの普及理由  
(4) スラバヤ市環境モチベーター：  
①  高倉式コンポストの普及理由  
②  SGC キャンペーンの推進について  
③  今後の課題  
(5) Jambangan 地区の主婦：  
①  高倉式コンポストの普及理由  
②  高倉式コンポストの効果  
(6) SMPK SANTO STANISLAUS(中学校 )：  
①  中学校で高倉式コンポストに取組む意味・効果  
②  高倉式コンポストの入手方法  
(7) Gundhi 地区元 RT 長：  
①  高倉式コンポストの普及理由  
②  高倉式コンポストの効果  
(8) 地域環境リーダー等：  
①  SGC キャンペーンへの取り組み  
②  コミュニティの環境・衛生改善  
 
2.2 アンケート調査  








ュニティをそれぞれ 1 ヶ所ずつの計 3 ヶ所とする。  
x 質問事項を丁寧に説明するため，アンケート対象者をコミュニティ集
会所に集める。  
そして，次の 3 ヶ所のコミュニティからアンケート調査を実施した。  
①  Jambangan 地区：2001 年の SGC キャンペーンモデル事業から参加し，
生ごみコンポスト化取り組み期間 14 年  7 名  
②  Rungkut Lor 地区：2008 年から SGC キャンペーンに参加し，生ごみコ
ンポスト化取り組み期間 7 年  21 名  
③  Gunungsari 地区：2012 年から SGC キャンペーンに参加し，生ごみコ
ンポスト化取り組み期間 3 年  17 名  




2-1 にコミュニティの主婦を対象とするアンケート調査の様子を示す。  







(1) コミュニティでのコンポスト化の基本的な情報  






②  コンポスト化するごみの種類 (複数回答 )：コンポスト化の対象となる有
機ごみの種類を知る。  
選択項目：「生ごみ，食べ残し」「庭からでるごみ」「その他」  
③  一日の生ごみの処理量：コンポスト化する生ごみの処理量を知る。  
選択項目：「0.25kg」「0.5kg」「0.75kg」「1.0kg」「1.5kg」「1.75kg」「2.0kg」  
④  生ごみの処理割合：家庭の生ごみのうちコンポスト化する割合を知る。  
選択項目：「全部」「半分以上」「半分程度」「半分以下」  
(2) 家庭で取組むコンポスト化の情報  






選択項目：「1 年～11 年の 1 年刻み」  
③  コンポスト化容器の入手先 (複数回答 )：コンポスト化容器は複数の入手
先があり，その割合を知る。  
選択項目：「コミュニティ」「市役所」「NGO」「企業」「その他」  
④  コンポスト化容器の価格 (複数回答 )：コンポスト化容器の入手方法とし
て無料配布または購入があり，入手方法を知る。  
選択項目：「無料」「Rp50,000」「Rp75,000」「Rp100,000」  
(3) コンポスト化の取扱いに関する情報  




ニティ (住民同士 ) 」「市役所（行政  美化・公園局）」「NGO」「企業」「そ
の他」  
②  高倉式コンポストの取り扱いについて (複数回答 )：高倉式コンポストの
使用感を知り，それが普及した要因を考える参考とする。  
選択項目：「簡単」「難しい」「面倒 (生ごみを小さく切る ) 」「面倒 (か





④  できたコンポストの使用方法 (複数回答 )：できたコンポストの活用方法
について知る。  
選択項目：「自宅で使用」「販売」「その他」  
(4) コンポスト化に取組んだ実感に関する情報  










































写真 2-1 アンケート調査の様子  
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(1) スラバヤ市のコミュニティ組織  
x 複数の世帯が集まって RT を形成し，さらに複数の RT が集まって RW
を形成する。  
x 複 数 の RW が 集 ま っ て Kelurahan( 町 ) を 形 成 し ， さ ら に 複 数 の
Kelurahan が集まって Kecamatan(郡 )を形成する。  
x RT と RW は住民自治会と位置づけ，Kelurahan と Kecamatan は行政
組織となる。  
x 2014 年時点で 9,271RT，1,405RW，154Kelurahan，31Kecamatan か
ら構成されている。  
(2) SGC キャンペーン及び MDS キャンペーンの概要  
スラバヤ市は様々なキャンペーンの実施を通じて都市美化やコミュニテ
ィの環境・衛生改善を推進しており，ごみ削減に効果を発揮したキャンペー
ンに SGC キャンペーンと MDS キャンペーンがある。SGC キャンペーン等
は RT 単位で参加し，高倉式コンポストを使用する家庭生ごみのコンポスト
化を推進している。  
①  SGC キャンペーン  
・ MDS キャンペーンの上位プログラムであり，2005 年から実施している。 
・ Pemula(初心者 )，Berkembang (発展中 )，Maju (先進的 )，Jawara(Maju
歴代 1 位入賞 )の 4 ランクに分かれる。  
・ 2007 年までは RW 単位での参加であったが，2008 年からは RT 単位に
変更された。  
・ 2014 年のキャンペーンでは，参加したコミュニティは 1 次審査により
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500 ヶ所，2 次審査により 200 ヶ所に絞り込まれ，3 次審査を経て入賞
が決まる。この時 2 次審査通過コミュニティ全てに賞金 Rp1,000,000
が授与された。  
・ 2014 年のキャンペーンでは Pemula (初心者 )入賞 31RT，Berkembang 
(発展中 )入賞 49RT，Maju (先進的 )入賞 49RT，Jawara (チャンピオ


































1 位  
部門賞  
花  総合 チー ムワー ク アイデア 排水





5 名  
入 賞 す る ま で
は制限なし。入
賞 す る と 上 位
ランクへ  Berkembang (発展中) 1RT 10RT 10RT 10RT 10RT 8RT
Maju (先進的 )  1RT 10RT 10RT 10RT 10RT 8RT 1 位になるまで
制限なし  
Jawara ( チ ャ ン
ピオン ) 1RT 
＿  ＿  ＿  ＿  ＿  制限なし  














・ 2014 年のキャンペーンでは，参加したコミュニティは 1 次審査により
250 ヶ所に絞られ，2 次審査を経て入賞が決まる。この時 1 次審査通過
コミュニティ全てに賞金 Rp50,000 が授与された。  
・ 2014 年のキャンペーンでは，入賞 38RT と優秀者 5 名が選定され，賞
金及び賞状が授与され，マスコミでも取り上げ社会的な地位が付与され
た。  























1 位  
部門賞  
緑化  衛生 チー ムワー ク ごみ分別 
MDS キャンペーン  1RT 8RT 8RT 8RT 8RT 5RT 5 名
入 賞 す る ま で は 制 限 な し 。
入 賞 す る と 上 位 プ ロ グ ラ ム




・ 備考：1 位入賞は次回以降 MDS キャンペーンには参加できず，SGC キャンペー
ンの Berkembang 部門又は Maju 部門へ参加する。部門賞も次回以降 MDS キャ
ンペーンに参加できず，SGC キャンペーンの Pemula 部門，Berkembang 部門又
は Maju 部門へ参加 
表 3-2 MDS キャンペーンの概要  
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は，RW からの申請にもとづき精査後に提供する。  











・ 確実に埋立処分量は削減している。  
・ 清潔で緑溢れる都市となった。  
(5) 地域環境リーダーと環境ファシリテーター (地域環境リーダー等 )について  
・ 地域環境リーダーは RT の推薦により住民から選出され，その RT 内で
活動する。  
・ 市内 9,271RT に対し 29,000 名の地域環境リーダーが任命されており，
RT からは複数名選出されている。  
・ 環境ファシリテーターは地域環境リーダーから選出され，市内を 5 エリ
アに分け，東部エリア 86 名，西部エリア 84 名，南部エリア 86 名，北
部エリア 54 名，中央エリア 84 名の計 394 名が配置されている。  
・ 環 境 フ ァ シ リ テ ー タ ー は ， Kelurahan ご と に 複 数 名 配 置 さ れ ，
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Kelurahan 環境ファシリテーターとして複数の RW を管理する。  
・ Kecamatan 環境ファシリテーターは Kelurahan 環境ファシリテーター
から選出され，複数の Kelurahan を管理する。  
・ エリア環境ファシリテーターは Kecamatan 環境ファシリテーターから
選出され，複数の Kecamatan を管理する。  
・ 地域環境リーダーからエリア環境ファシリテーターへとステップアッ
プする制度となっている。  
(6) コンポスト化の取り組みについて  
・ 高倉式コンポストによる生ごみの減量効果が確認できたので，この技術
を主に公園・街路樹等の落ち葉や剪定枝を対象とするコンポストセンタ
ーへも導入し，2004 年  2 ヶ所 (NGO1 ヶ所含む )から  2014 年  23 ヶ
所 (総能力  147m3/日以上 )に拡充した。これでも市内緑化に使用するコ
ンポスト量は不足しており，全ての Kecamatan に同様のコンポストセ
ンターが 1 つ以上あるように拡充する計画がある。  
・ さらに，北九州市との協力で処理能力 20t/日の大規模コンポストセンタ
ーを設置し，野菜市場の生ごみを対象に試験運用中である。将来はこれ






(7) データの提供依頼 (SGC キャンペーン等の推進・廃棄物発生量等の推移 ) 
スラバヤ市から提供を受けた SGC キャンペーン等の推進，廃棄物発生
量等の推移に関連するデータについては，表 3-3～3-7 にまとめた。  
「表 3-3 地域環境リーダー及び環境ファシリテーター数」「表 3-4 SGC
キャンペーン及び MDS キャンペーンへのコミュニティ参加数」「表 3-5
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高倉式コンポストの無料配布数」「表 3-6 スラバヤ市ブノオ (Benow)埋


























 2007 年 2008 年 2009 年 2010 年 2011 年 2012 年 2013 年 2014 年
地域環境リーダ
ー総数 (名 )  5,684 23,195 26,744 27,000 27,000 28,000 28,600 29,000
増加数(名) 5,684 17,511 3,549 256 0 1,000 600 400 
環境ファシリテ
ーター総数 (名 )  ―  ―  ―  402 420 450 512 394 
増加数(名) ―  ―  ―  402 18 30 62 ▲ 118











・SGC キャンペーンは 2005 年から始まり，2008 年に参加コミュニティが
急増している。地域環境リーダーの数も 2008 年に急増しており，SGC
キャンペーンの積極的な推進が始まったと考えられる。  
・2011 年から MDS キャンペーンが本格的に始まり，2012 年以降は SGC















 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年
SGC 参加
コミュニ
ティ (回 ) 











せず 1,724 272 376 418 
参加累計
数 (回 )  325 608 943 2,740 4,682 7,459 11,362 12,634 13,988 15,422
備考：※2012 年はデータ紛失のため推計数  
表 3-4 SGC キャンペーン等へのコミュニティ参加数  
 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年
総配布数










備考：2006 年～2011 年の間は美化・公園局による配布  
2012 年以降開発計画局のプログラムがスタートし配布数増，(  )内数は開発
計画局配布数  









・埋立量は 2011 年まで減少傾向にあるが 2012 年に横ばいとなり，2013 年
以降は増加に転じている。  

















SGC キャンペーンを実施するうえで，表 3-3 に示すように地域住民から
選ばれた地域環境リーダー等の指導者が育成さた。そして，徐々に住民自
表 3-6 スラバヤ市ブノオ (Benow)埋立処分場廃棄物搬入量・人口・GRP 
 2005 年 2006 年 2007 年 2008 年 2009 年 2010 年 2011 年 2012 年 2013 年 2014年
埋立量 ( t /日 ) 1,819 1,641 1,480 1,259 1,229 1,242 1,150 1,149 1,395 1,400
人口(千人)  2,740 2,784 2,830 2,903 2,938 2,930 3,024 3,118 3,200 3,121
GRP(10億Rp) ― 125,360 142,986 162,833 178,559 205,034 235,034 264,335 302,756 351,509 
 
表 3-7 ごみ銀行の開設数  
 2010 年 2011 年 2012 年 2013 年 2014年 
ごみ銀行総開設数(件) 15 50 135 180 200 
























さらに，市内にコンポスト化センターが 23 ヶ所整備 (総能力 147m3/日以
上 )しただけでなく，生ごみ専用の大規模コンポストセンターの試験運用も



































写真 3-2 大規模コンポストセンターの試験運用 















3.1.2 NGO PUSUDAKOTA 
 以下，NGO PUSUDAKOTA における聞き取り調査結果について調査項目
毎に箇条書きに示す。  
(1) 高倉式コンポストの普及理由  
・ 生ごみのコンポスト化に効果的である。  
・ SGC キャンペーンの実施が効果的であった。  
・ スラバヤ市は高倉式コンポストの有効性を認識し，ウェブサイト 64)や





(2) キャンペーンの推進について  
・ スラバヤ市は SGC キャンペーンのスタートに当たり，ユニリーバ財団
が関係する NGO スタッフである環境モチベーター14 名が加わった推










・ MDS キャンペーンに参加したコミュニティは SGC キャンペーンへと
移行することもできる。  








となり，Kelurahan を担当している。  
・ 環境モチベーターは 7 名がユニリーバ関係の NGO スタッフとして残り，
残りの 7 名が美化・公園局との契約職員となった。 
(4) 高倉式コンポストの製作について  
・ 高倉式コンポストの知的所有権を有している。  
・ 市の購入は入札制であり，市の認定を受けた業者等の団体は，当 NGO 
から製作の技術指導を受けた上で応札することができる。  























3.1.3 Jawa Pos 
 以下，Jawa Pos における聞き取り調査結果について調査項目毎に箇条書
きに示す。 
















3.1.4 環境モチベーター  
 以下，環境モチベーターに対する聞き取り調査結果について調査項目毎に
箇条書きに示す。  
(1) 高倉式コンポストの普及理由  
・ 簡単・速い・便利なので市民に勧めやすい。  
・ 住民が類似品を作るほど高倉式コンポストは効果が高い。例えばダンボ
ール (インドネシア語：Kardus)から作ると Karduskura と呼び，語尾に
「kura」が付くと高倉式コンポストを真似したコンポスト化容器を意
味する。  
(2) キャンペーンの推進について  


















3.1.5 Jambangan 地区  高倉式コンポストを使用している主婦  
 以下，Jambangan 地区で高倉式コンポストを使用している主婦に対する
聞き取り調査結果について調査項目毎に箇条書きに示す。  
(1) 高倉式コンポストの普及理由  
・ 高倉式コンポストは「生ごみを入れて混ぜるだけなので，簡単で楽しく，
水も出ない。ごみ出し量も少なくなった。」  
・ 類似品として使用済みのペンキの容器 (Tong)を利用して Tongkura を
200 個作り町内に配り使用した。  






3.1.6 SMPK SANTO STANISLAUS（中学校）  






















3.1.7 Gundhi 地区元 RT 長  Abubutan 区在住  















正 規 品 を 購 入 せ ず に 木 箱 ( イ ン ド ネ シ ア 語 ： Papan) を 材 料 に し て
Papankura を作った。  







を作った。SGC キャンペーンの参加回数には制限がある。  
3.1.8 環境ファシリテーター等  
 以下，環境ファシリテーター等に対する聞き取り調査結果について調査項
目毎に箇条書きに示す。地域で高倉式コンポストの普及・フォローアップを
担っており，地域の情報を得るために E-mail による追加調査を実施した。  
(1) キャンペーンへの取り組み  





・ 外国からの来訪者が必ず案内される場所である。  
・ SGC キャンペーン受賞後はキャンペーンに参加せず，見学者の対応に
力を入れていた。  






・ Kelurahan Jambangan RW3 地区は 8 つの RT により形成され，排出
される廃棄物の合計は 12.5t/月ある。このうち 9.5t/月はリサイクルさ
れ，最終処分に回るのは 3t/月である。  






































































































































































































































































































































































































































































3.3 まとめ  
現地調査では，スラバヤ市美化・公園局，NGO PUSUDAKOTA，新聞社
Jawa Pos，環境モチベーター，主婦 ,元 RT 長，中学校，環境ファシリテー
ター等の 8 者から聞き取り調査を行った。また，SGC キャンペーン参加年
数の異なる 3 つのコミュニティの主婦 45 名に対しアンケートを実施した。 
(1) 聞き取り調査  
①  スラバヤ市美化・公園局：スラバヤ市はコミュニティの環境・衛生整備
を通じて廃棄物問題解決を目指している。このとき，コミュニティの力
量に応じて参加ができるように 2 種類のキャンペーン (SGC キャンペー





SGC キャンペーンを実施するうえで，表 3-3 に示すように地域住民
から選ばれた地域環境リーダー等の指導者が育成された。そして，徐々
に住民自らの活動として定着することで SGC キャンペーン等に参加す



















銀行の開設数の情報 (表 3-7)を入手した。  
①  NGO PUSUDAKOTA：高倉式コンポストは生ごみのコンポスト化に有
効であることから，スラバヤ市もトップダウンで当技術の情報を公開し
て普及を図った。そして，高倉式コンポストの製作は知的所有権を有す
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第 4 章  考察  
4.1 近年のスラバヤ市の廃棄物管理の現状  
スラバヤ市の廃棄物量，人口，経済 (GRP)の推移を表  3-6 に示した。全
てのデータが揃う 2006 年をベースに廃棄物量の推移及び廃棄物管理の現
状について考察した。廃棄物量は  2006 年から  2011 年の間は減少傾向に
あり，5 年間で約  30%削減 (2006 年比 )された。この時，スラバヤ市の  2011 





















表 4-1 所得水準と廃棄物の量・組成の関係  
 低所得国  中所得国  高所得国  
量 ( k g / 人 ・ 日 ) 0.64 (0.41) 0.73 1.64 
組 成 
(%) 
有  機  物 41 (68.5) 58 28 
紙 5 (8.3) 15 36 
プ ラ ス チ ッ ク 4 (6.7) 11 9 
ガ ラ ス  2 (3.3) 2 7 
金 属 1 (1.7) 3 8 
そ の 他  47 (11.5) 11 12 
備考：低所得国のその他は燃料として使用された石炭や練炭の灰が含まれ
るため，灰を含まない数値として中・高所得国との平均値 11.5 とし
て筆者が補正した数値を ( )内に示す。  
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しかし，表 4-2 の赤枠に示すように GRP 当たりの廃棄物発生量として評
価すると，2006 年から  2014 年の間減少傾向を示しており，2011 年には廃
棄物量は 60%以上削減 (2006 年比 )され，その後も低いレベルで安定化し，













とし，図 4-1 に示す 69)。比較対象都市はアジア及びラテンアメリカの都市 (人
口 200 万人以上，一人当たり GRP 20,000US＄以下 )としてデータを入手し
た 70,71)。スラバヤ市は廃棄物削減に取り組み始めた 2006，2007 年は，一人








表 4-2 スラバヤ市の GRP 当たりの廃棄物発生量と削減率  
 2005 年 2006 年 2007 年 2008 年 2009 年 2010 年 2011 年 2012 年 2013 年 2014年
埋立量(t/日) 1,819 1,641 1,480 1,259 1,229 1,242 1,150 1,149 1,395 1,400
人口(千人)  2,740 2,784 2,830 2,903 2,938 2,930 3,024 3,118 3,200 3,121


























4.2 スラバヤ市の廃棄物量が低いレベルで安定化している要因  
スラバヤ市は全市を挙げて SGC キャンペーン等に取り組むことで，廃棄
物管理改善を成功へと導いた。この成功の重要な貢献要因の  1 つに「高倉
式コンポスト」を挙げており，ここでは，高倉式コンポストの普及と廃棄物
管理改善との係わりについて考察した。  










































2009 年  
● スラバヤ市
経 年 変 化












































いて示す。地域環境リーダーは SGC キャンペーンスタート後の 2007 年か




している。2014 年には人口 312 万人，コミュニティ数 9,271 ヶ所に対し地
域環境リーダーは 29,000 名が任命され，平均すると 1 つのコミュニティに





環境ファシリテーターは，「Kelurahan 配置・複数の RW 管理」「Kecamatan
配置・複数の Kelurahan 管理」「エリア配置・複数の Kelurahan 管理」に
分かれており，Kelurahan 配置から Kecamatan 配置へ，さらにエリア配置
へと昇進する制度がある。任命数は表 3-3 に示すように，2011 年から 2013
年までは増加し延べ 512 名となった。しかし，2014 年は 118 名削減され 394









































































NGO 協力  
 
2005 年 SGC キャン
ペーンスタート時  






Kader Lingkungan と呼ばれ RT の推  
薦により選出・RT 担当  
RT 単位で活動  
Fasilitator Lingkungan と呼ばれ地域環
境リーダーから選出  
ユニリーバが関係する NGO スタッフ 14 名  
環境ファシリテーターの育成にも関与  
ユニリーバ財団と協働することでノウハウを活用  
 ジャワポスが新聞等で周知  
婦人団体・
NGO 協力  
図 4-3 SGC キャンペーン推進体制の移り変わり  
Kader Lingkungan と呼ばれ RT の推
薦により選出・RT 担当  
2015 年 時 点 (2015
年 9 月最新データ ) 
 
地域住民  320 万人 (市内 31 区 ) 









RT 単位で活動 9,271RT 
 
Fasilitator Lingkungan と呼ばれ地域環境リ































その結果，SGC キャンペーン等への参加コミュニティ数は表 3-4 が示す
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ように推移している。SGC キャンペーンスタート当初は 300 コミュニティ
程度の参加であったが，2012 年以降は約 1,300 コミュニティの安定した参
加となった。2014 年には市内コミュニティ数 9,271 ヶ所に対し累計 15,000



















4.2.3 家庭での生ごみコンポスト化による直接的な廃棄物削減について  















ると仮定する。すなわち，2010 年に IGES が推定した自作類似品等を含め
た高倉式コンポストの普及数 40,000 個と 2010 年スラバヤ市高倉式コンポ
スト無料配布累計数 17,072 個の比 (40,000 個 /17,072 個 )を，2014 年にも同
様に当てはめる。  
2014 年スラバヤ市高倉式コンポスト無料配布累計数：24,381 個  
2014 年自作類似品等を含めた高倉式コンポスト推定普及数：57,100 個
(24,381 個×40,000 個 /17,072 個 ) 





57,100 個×0.84kg/日＝47.96t/日  
なお，生ごみ処理量はコミュニティのアンケート調査時の平均値 0.84kg/
日を用いた。  
2013 年のスラバヤ市の GRP は 302 兆 7560 億 Rp に対し，2014 年は 351
兆 5090 億 Rp と経済は成長しているにも関わらず，廃棄物発生量は 2013




年の GRP 当りの廃棄物発生量からの推定値と，2014 年廃棄物発生量の差と
して推定した。  
2014 年の廃棄物削減量推定値：220t/日  












減量の 2 倍以上の削減効果があると推定される。」  
これに対し，今回の調査で環境ファシリテーター等からは，これを裏付け
る内容を聞き取ることができた。  










る廃棄物の削減量は，2011 年で平均一日当たり 147.54 トンである」と報
告しており 74)，その時のコミュニティの廃棄物削減例を表 4-3 に示す。コ
ミュニティで分別した資源ごみを回収し専門業者にまとめて販売するシス
テム「ごみ銀行」が，コミュニティの廃棄物量削減に大きく寄与しているこ




















4.2.5 コンポストセンターの整備  
スラバヤ市は，熱帯地方でもあり植物の成長は旺盛であることから，大量
の剪定枝や落ち葉等が発生する。この剪定枝等は，高倉式コンポストの波及
表 4-3 コミュニティのリサイクルによる廃棄物削減量  
地域名  世帯数 (世
帯 ) 
廃棄量  (m3/ 月 ) 
削減率 (%) 
取組前  取組後  
Rungkut Lor RW IV 1,165 65 16 75.4 
Mojo RW XII 1,156 262 139 46.9 
Kebunsari RW II 638 63.16 21.76 65.5 
T e n g g i l i s  M e j o y o  R W  I V 791 420 90 78.6 
Ketintang RW III  720 618 210.4 66.0 
Pakis RW III 1,056 202.8 147.33 27.3 
Karah RW V 500 58 13.34 77.0 
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により整備されたコンポストセンター (23 ヶ所・総能力 147m3/日以上 )でコ
ンポスト化することで，廃棄物量の増加を抑制している。この量は 44.1t/
日 (147m3/日×比重 0.3t/m3)と推定される。同様の波及効果により，北九州




4.3 今後のスラバヤ市の廃棄物管理  
廃棄物組成について一般的には表 4-1 が示すように，経済成長とともに生
ごみが占める割合は減少する傾向にある。しかし，スラバヤ市では 2002 年







スラバヤ市は  Green Open Space(GOS：環境緑地開発 )を進めており，スラ
バヤ市面積に対する  GOS の比率は  SGC キャンペーンスタート (2005 年 )
以前は  10%未満 74)であったが，2009 年には  20.2%76)と大幅に増え維持さ
れている。GOS 面積内訳 76)から，施肥管理によるコンポスト要求量を次の
ように見積もった。  
・ コミュニティ関連緑地：面積  114ha に対し生ごみコンポスト要求量  
1,140t/年。(緑地に対し花卉栽培 2 作実施 1 ，基準施肥量 77)：10t/ha・
2 作 ) 
・ その他施肥管理が必要な緑地 (公園等 )：面積  2,241ha に対し剪定屑コン
ポスト要求量  22,410t/年。(緑地面積の  25%が花卉栽培  2 作，25%が樹
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木栽培実施，基準施肥量 77)：花卉栽培  20t/ha・2 作，樹木栽培  20t/ha) 
これに対し，スラバヤ市内で生産されるコンポスト量は次のように見積も
った。  
・ 住民が生産する生ごみコンポスト：投入生ごみ量の  12%がコンポストと
なり， 2,101t/年。 (生ごみ水分  80%・分解率  70%78)，コンポスト水分  
50%) 57,100×0.84kg/日・個×365 日 /年×0.12＝2,101t/年  
・ コンポストセンターで生産する剪定屑コンポスト：投入剪定屑量の  96%
がコンポストとなり，15,453t/年。 (剪定屑水分  40%・分解率  20%78)，
コンポスト水分  50%) 44.1t/日×365 日 /年×0.96＝15,453t/年  
コミュニティ関連緑地での生ごみコンポスト要求量  1,140t/年に対し生
産量  2,101t/年，その他施肥管理が必要な緑地での剪定屑コンポスト要求量  
22,410t/年に対し生産量  15,453t/年となった。美化・公園局からの聞き取り
にあるように，生産されるコンポスト量は不足する傾向にあり増産が望まれ
る。GOS 比率最終目標  30%79)達成に向けた緑化の推進は，益々コンポスト
の製造を促すことになる。  














タープラン（Green City Master Plan）80)を作成しており，今後も廃棄物量は
低レベルで安定化し維持されるものと推察される。スラバヤ市グリーン都市
マスタープランの概要を表 4-4 に示す。  
表 4-4 スラバヤ市グリーン都市マスタープランの概要  
 




4.4.1 高倉式コンポストの特性  
高倉式コンポストの特性については，NGO PUSUDAKOTA ，Jawa Pos，
環境モチベーター，Jambangan 地区の主婦，中学校及び RT 長の聞き取り
調査から次のようにまとめることができる。「コンポスト化に効果的である」
「子供でも取り扱うことができるほど取り扱いが簡単」「直ぐに処理できる」
分野  計画内容  
1.GREEN PLANNING   
AND DESIGN 
Spatial planning which 30% area of Green Open Space 
from the total area of Surabaya. 
2.GREEN OPEN SPACE Expansion and optimization of Green Open Space. 
3.GREEN BUILDING 
The determination of green building development 
policy and infrastructure, the enforcement of Green 
Open Space. 
4.GREEN TRANSPORT 
Application Planning of Rapid Mass Transportation in 
form of Monorail and Train, provision of 
non-motorization vehicle network. 
5.GREEN COMMUNITY 
Training of facilitators and env cadres, conducting 
Merdeka dari Sampah (Free from waste) & Surabaya 
Green and Clean Event. 
7.GREEN WATER 
Development of clean water network and potable 
water, wastewater network management and urban 
domestic waste. 
8.GREEN ENERGY 
Development of alt energy such as solar cell on public 
infrastructure, development of cogeneration power 













③  コスト：安価でローエネルギーである  




⑥  ベネフィット：ごみの減少，緑化，衛生改善，収入が得られる  
4.4.2 主婦の高倉式コンポストの使用について  
主婦へのアンケート調査結果からそれぞれの項目について次のようにま
とめることができる。  


































































写真 4-1 コンポスターの外観  




























④  コンポスト化に取組んだ実感に関する情報   
高倉式コンポストを使用することで，全員が何らかのメリットを得ている。










ケート調査を実施しており 81)，その結果を図 4-4 に示す。アンケート調査






































































4.4.3 スラバヤ市による高倉式コンポスト使用の推奨  
アキノら 24)の報告によると 2001 年にスラバヤ市は，アンケート対象の
Jambangan 地区で SGC キャンペーンのモデル事業をスタートさせた。当時
のコンポスト化技術は未熟であり，住民のモチベーションは専ら資源ごみの
売却益に偏っていたところに，2006 年「待ち望まれていた適正な技術」と








の情報にあるようにウェブサイト 64)や雑誌 66)を活用した。そして Jawa 















4.5 まとめ  
本調査により，スラバヤ市において高倉式コンポストの役割と廃棄物減量
化への有効性並びに，当技術が普及した理由が明らかとなった。  
4.5.1 高倉式コンポストの役割と廃棄物減量化への有効性  
① スラバヤ市が SGC キャンペーン等を通じて無料配布することで普及し




② スラバヤ市の埋立処分削減量  241t/日 (2006 年～ 2014 年の間 )に対し，
家 庭 で の 生 ご み コ ン ポ ス ト 化 に よ る 直 接 的 な 削 減 量 へ の 寄 与 率 は  




③ 高倉式コンポストの波及により整備されたコンポストセンター (市内  23 
ヶ所・総能力  147m3/日以上 )での剪定屑等のコンポスト化は，44.1t/日
の廃棄物量の増加を抑制していると推定される。  
④ (1)～ (3)により，スラバヤ市の  GRP 当たりの廃棄物発生量は  2006 年
から  2014 年の間減少傾向を示し，2011 年以降は  60%以上削減して安
定化するとともに，2014 年にはさらに削減が進み約  70%の削減が達成
されている。  









⑦ スラバヤ市の都市緑化率  30%の目標達成に向けた行動により，製造され
たコンポストは緑化推進のために継続して使用される。  
⑧ スラバヤ市はグリーン都市マスタープランに GOS 比率目標  30%達成に
向けた取り組み推進と SGC キャンペーン等の取り組みを盛り込んでお
り，今後も廃棄物量は低レベルで安定化し維持されるものと推察される。 
4.5.2 高倉式コンポスト技術が普及した理由  
(1) SGC キャンペーン等の進展が高倉式コンポストの普及を促進  
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 写真 5-2 玄関先 (調査時撮影 ) 




















5.1.1 適正技術とは  
廃棄物管理分野における適正技術の要件として，独立行政法人国際協力機




①  技術的に受け入れられること（Technically viable）  
②  経済的に受け入れられること（Economically feasible）  
③  文化的に受け入れられること（Culturally accepted）  
④  環境と調和的であること（Environmentally sound）  





(1) 第一の側面：普遍的な公正性の 4 要件  
①  持続性（エネルギー・環境にかかわる本質的持続性）  
②  生命への優しさと安全性  
③  人間の尊厳の保障  
④  犯罪・暴力・武力への抑止力  
(2) 第二の側面：地域適合性の 4 要件  
①  地域の気候風土および既存のインフラ  
②  産業 (既存の量産部品の転用や再利用 ) 
③  資金力 (低コスト性 ) 












合」「環境配慮」「現地調達」の 7 項目を抽出した。  






表 5-1 高倉式コンポストの技術の適正性に関する評価 
評価項目 技術の適正性に該当する内容 記載箇所 
①技術レベル 




自らが応用・改善できる基礎を理解することができる 参考文献 54) 
子供でも使用できるほど簡単である 4.4.1 
生ごみコンポスト化を皆に勧めやすく，使用方法を教えることもできる 4.4.1 
主婦が類似品を製作し他者へ使用を勧めている(写真 5-1) 4.5.2 
②技術の効果 
直ぐに処理ができ，1～2 週間で良質なコンポスト化が可能である 4.4.1 
悪臭や水も出ることなく分解も速い 4.4.1 
ごみの減少，緑化，衛生改善，収入が得られる(写真 3-1) 4.4.1 
悪臭や水も出ることなく分解も速い 4.4.1 
コミュニティ一体となった廃棄物管理改善が，長く消滅していた伝統的な相互扶助「gotong royong」を再生した 参考文献 21) 
③持続性 
開発コンセプトは地域で調達できる材料を利用する 参考文献 54) 
開発コンセプトは提供する技術・ノウハウは営利ではなく社会還元する 参考文献 54) 
地域で容易に入手できる発酵食品，野菜・果物の表面，腐葉土，キノコなど身近に生息する微生物を利用する 1.4.3 




評価項目 技術の適正性に該当する内容 記載箇所 
④低コスト 
開発コンセプトはローエネルギー・ローコストを目指す 参考文献 54) 











開発コンセプトは地域の気候風土・習慣を考慮する 参考文献 54) 
インドネシアではコンポスト化は古くから行われており，インドネシアの文化となっている 参考文献 18) 








開発コンセプトは地域で調達できる材料を利用する 参考文献 54) 
地域で容易に入手できる発酵食品，野菜・果物の表面，腐葉土，キノコなど身近に生息する微生物を利用する 1.4.3 
地域に普通にある微生物培養用基材を用いて，発酵床を作製する 1.4.3 







































5.2 インドネシア国内の他都市及び開発途上国への展開  
































に MDS キャンペーンを加わえるなど独自運営している。  






















と定着化が重要であり，SGC キャンペーン等を導入することで RT 単位の
活動として地域に定着させた。  






団体 PKK 等地域団体の支援 12)があることで，地域への定着を促すと考えら
れる。  














表 5-2 スラバヤ市廃棄物管理改善の他都市への展開についての事例比較  
 事例 1 事例 2 




棄物量の 50%以上を占めていた。既存のコンポスト化技術は未熟。  
実施時期  7 ヶ月間  18 ヶ月間  


































ニリーバ財団から既に取得済み )  

































地 域 で の 定 着
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第 6 章 結論  
これまでの結果と考察及び将来展望から，次のようにまとめることができ
る。  
(1) 高倉式コンポストの役割と廃棄物減量化への有効性  






③  高倉式コンポストの波及により市内  23 ヶ所のコンポストセンターが
整備され，44.1t/日の剪定屑等の廃棄物の増加を抑制していると推定さ
れる。  
④  ①～③により，スラバヤ市の  GRP 当たりの廃棄物発生量は  2006 年か
ら  2014 年の間減少傾向を示し，約  70%の削減が達成されている。こ
れを一人当たり  GRP に対する一人当たり廃棄物発生量として評価す







(2) 高倉式コンポスト技術が普及した理由  
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図 4-1 一人当たり GRP に対する一人当たり廃棄物発生量  
（転載許可済み）  
 
